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資料１．調査団員・氏名 
 

＜基本設計調査時＞ 2007 年９月 30 日 ～ 10 月 28 日 

 

No. 氏  名 担当分野 所 属 先 

1 吉新 主門 総括 
独立行政法人国際協力機構 

無償資金協力部  
業務第二グループ保健医療チーム長 

2 稲葉 淳一 技術参与 厚生労働省国立国際医療センター 
国際医療協力局 

3 井川 正博 業務主任/建築計画 株式会社日本設計 

4 富永 直樹 建築設計/設備計画/ 
防災計画 株式会社日本設計 

5 竹田 拓 施工計画/積算１/ 
自然条件調査 株式会社日本設計 

6 原田 良志 機材計画  株式会社日本設計 

7 高橋 洋 調達計画/積算２ 株式会社日本設計 

8 吉澤 久仁子 防災計画〔補佐団員〕 株式会社日本設計 

9 田村 裕之 構造計画〔補佐団員〕 株式会社日本設計 

10 礒部 剛久 設備計画〔補佐団員〕 株式会社日本設計 

 
 
＜基本設計概要説明調査時＞ 2008 年８月２日 ～ ８月 16 日 

 
No. 氏  名 担当分野 所 属 先 

1 星野 明彦 総括 
独立行政法人国際協力機構 

資金協力支援部準備室  
実施監理第二課長 

2 近藤 整 計画管理 
独立行政法人国際協力機構 
資金協力支援部準備室  
実施監理第二課 

3 井川 正博 業務主任/建築計画 株式会社日本設計 

4 原田 良志 機材計画 株式会社日本設計 

5 富永 直樹 建築計画/設備計画/ 
防災計画（補強） 株式会社日本設計 

 
 



資料２．調査行程 
基本設計調査日程 

日順 月/日 曜日 日     程 

1 9/30 日 
調査団員(官団員、施工計画/積算 1/自然条件調査、調達計画/積算 2の担当

団員以外)： 成田発 → 

2 10/1 月 →（ブリスベン）→ ホニアラ着 

3 10/2 火 JICA 事務所・日本大使館表敬、保健・医療サービス省表敬・協議 

4 10/3 水 
ホニアラ発 → ギゾ着 

ギゾ病院現況調査 

5 10/4 木 ギゾ病院現況調査 

6 10/5 金 

ギゾ発 → ムンダ着 

ヘレンゴールディ病院視察 

ムンダ発 →（ギゾ）→ ホニアラ着 

団内協議、資料整理 
7 10/6 土 

施工計画/積算 1/自然条件調査、調達計画/積算 2担当：成田発 → 

施工計画/積算 1/自然条件調査、調達計画/積算 2担当： 

（ブリスベン）→ ホニアラ着 現地再委託業者協議、機材調達市場調査 8 10/7 日 

団内協議、資料整理 

施設計画案・機材計画案検討 

施工計画/積算 1/自然条件調査担当：現地再委託業者協議 

調達計画/積算 2担当：機材調達市場調査 
9 10/8 月 

官団員（技術参与）：成田発 → 

官団員（技術参与）：（ブリスベン）→ ホニアラ着 

施設計画案・機材計画案検討 

施工計画/積算 1/自然条件調査：現地再委託業者協議 
10 10/9 火 

調達計画/積算 2：機材調達市場調査 

保健・医療サービス省で協議 

施工計画/積算 1/自然条件調査、調達計画/積算 2担当： 

 ホニアラ発 → ギゾ着  ギゾ病院現況調査 
11 10/10 水 

官団員（総括）：成田発 → 

官団員（総括）：→（ブリスベン）→ ホニアラ着 

保健・医療サービス省で協議 

官団員、調査団員（施工計画/積算 1、調達計画/積算 2の担当団員以外）：

 JICA 事務所で打合せ、日本大使館表敬 

12 10/11 木 

施工計画/積算 1/自然条件調査、調達計画/積算 2担当：ギゾ病院現況調査

ホニアラ発 → ギゾ着 

ギゾ病院での全体協議・現況調査 

調達計画/積算 2担当：ギゾ病院現況調査 13 10/12 金 

施工計画/積算 1/自然条件調査担当：ギゾ発 → ホニアラ着 



日順 月/日 曜日 日     程 

ギゾ病院での全体協議・現況調査 

施工計画/積算 1/自然条件調査担当：資機材代理店調査等 14 10/13 土 

調達計画/積算 2担当：ギゾ病院現況調査 

ギゾ発 → ホニアラ着  団内協議、資料整理 

施工計画/積算 1/自然条件調査担当：資機材代理店調査等 15 10/14 日 

調達計画/積算 2担当：ギゾ発 → ホニアラ着 

ホニアラ発 →

ブリスベン着 

保健・医療サービス省で協議（ミニッツ案） 

16 10/15 月 施工計画/積算 1/自然条件調査、調達計画/積算 2担当： 

 資機材代理店調査等 

保健・医療サービス省で協議（ミニッツ案） 

17 10/16 火 施工計画/積算 1/自然条件調査、調達計画/積算 2担当： 

 ブリスベン発 → シドニー着  資機材代理店調査等 

保健・医療サービス省で協議、ミニッツ署名 

JICA 事務所・日本大使館へ報告 
18 10/17 水 

施工計画/積算 1/自然条件調査、調達計画/積算 2担当： 

 資機材代理店調査等 

他ドナー訪問、施設計画案・機材計画案作成 

施工計画/積算 1/自然条件調査、調達計画/積算 2担当： 

 資機材代理店調査等 
19 10/18 木 

官団員：ホニアラ発 → ブリスベン着 

官団員：ブリスベン発 → 成田着 

保健・医療サービス省で協議（施設計画案、機材計画案） 20 10/19 金 

施工計画/積算 1/自然条件調査、調達計画/積算 2担当： 

 シドニー発 → 成田着 

21 10/20 土 団内協議、資料整理 

22 10/21 日 団内協議、資料整理 

23 10/22 月 保健・医療サービス省で協議（施設計画案、機材計画案） 

24 10/23 火 保健・医療サービス省で協議（テクニカルメモランダム案） 

25 10/24 水 
保健・医療サービス省でテクニカルメモランダム署名 

JICA 事務所・日本大使館へ報告 

26 10/25 木 ホニアラ発 → ブリスベン着 

27 10/26 金 資機材代理店調査等 

28 10/27 土 資機材代理店調査等 

29 10/28 日 ブリスベン発 → 成田着 

 



 

基本設計概要説明調査日程 

 

日順 月/日 曜日 日     程 

1 8/2 土 調査団員（官団員以外）：成田発 → 

2 8/3 日 →（ブリスベン）→ホニアラ着 

JICA 事務所打合せ、日本大使館表敬、保健・医療サービス省協議 
3 8/4 月 

官団員（計画管理）：成田発 → 

官団員（計画管理）：→（ブリスベン）→ホニアラ着 
4 8/5 火 

保健・医療サービス省協議（基本設計概要書の説明等） 

JICA 事務所打合せ、関連施設調査 
5 8/6 水 

官団員（総括）：成田発 → 

官団員（総括）：→（ブリスベン）→ホニアラ着 

6 8/7 木 ホニアラ → ギゾ 

ギゾ病院で視察・州政府関係者／病院関係者との協議 

ギゾ → ホニアラ 

7 8/8 金 保健・医療サービス省協議 

8 8/9 土 書類整理・文書作成 

9 8/10 日 団内協議、資料整理 

10 8/11 月 
保健・医療サービス省でミニッツ案協議／署名 

関連施設調査・ギゾ病院関係者協議 

JICA 事務所・日本大使館報告 

調査団員：保健・医療サービス省協議・市場調査 11 8/12 火 

官団員：ホニアラ発 → ブリスベン 

官団員：ブリスベン → 成田着 
12 8/13 水 

調査団員：保健・医療サービス省協議・市場調査 

13 8/14 木 
保健・医療サービス省協議・市場調査 

JICA 事務所・日本大使館へ報告 

14 8/15 金 ホニアラ発 → ブリスベン 

15 8/16 土 ブリスベン → 成田着 

 

 



資料３．関係者（面会者）リスト 

 

ソロモン側関係者 

 

Ministry of Health and Medical Services（保健・医療サービス省） 
Dr. George Malefoasi Permanent Secretary 
Dr. Cedric Alependava Under Secretary 
Dr. Divi Ogaog Under Secretary 
Mr. Abraham Alamokari Director, Health Policy and Planning 
Mr. Robinson Fubui Environment Health 
Mr. Robert Maw Procurement Officer, Policy and Planning 
Ms. Lynette Oti Project Architect, Planning Division 
Mr. Rex Alex Alafa National Health Facilities Manager 
Ms. Joanne Boso Tsunami Rehabilitation Program Coordinator 
Mr. Aaron Sommerfield Infrastructure Adviser (AusAID) 
 
Ministry of Development Planning and Aid Coordination（開発計画省） 
Mrs. Jane Waetara Permanent Secretary 
Mr. Nigel Dudley Mazini Director, Strategic Planning 
Mr. Selwyn Takana CPO, Strategic Planning 
 
Ministry of Infrastructure and Development（インフラ開発省） 
Mr. Peter Hauia Permanent Secretary 
 
Ministry of Mines & Energy（鉱山エネルギー省） 
Mr. Douglass Billy Geological Survey Division 
Mr. Bobby Kelly Seismological Section 
 
Ministry of Land（国土省） 
Mr. Jimmy Ikina WAIC 
 
National Referral Hospital（国立中央病院） 
Dr. Tennetta Dalipanda Chief Executive Officer, Medical Department 
 
Western Province（ウエスタン州） 
Mr. Alex Lokopio Premier, Western Province Government 
Mr. Oliver Zupo Deputy Premier, Western Province Government 
Mr. Arnold Moveni Provincial Secretary, Western Province Government 
Mr. Philip Talasasa Physical Planner, Western Province Government 
Mr. Eddie Waneolofia Lands Officer, Land Devision, WPG 
Mr. Frank Jamakana Ministry of Tourism & Culture activities, WPG 
Mr. Roderick Terrykera Ministry of Forest, Land & Physical Planning, WPG 
 



Gizo（ギゾ市） 
Mr. Andrew Duncan Chief Engineer 
Mr. Peter Lasa Assistance Urban Water Supply Engineer 
 
Gizo Hospital（ギゾ病院） 
Dr. Gregory Jilini Director, Western Province Health Services 

Director, Gizo Hospital 
Dr. Dickson Boara Active Director, Gizo Hospital 
Mr. Alfred Vilaka Secretary, Gizo Hospital 
Mr. Charles Sigoto Director of Nursing, Gizo Hospital 

and Western Province Health Services 
Ms. Niumally Tutuo Nurse Head, Gizo Hospital 
Mr. Fred Naptali Environmental Health Officer 
 
National Medical Store（国立医療供給局） 
Ms. Marianne Saemanea Assistant Manager 
 
Solomon Islands Electric Authority (SIEA)（ソロモン電力公社） 
Mr. Martin Sam Distribution Manager, SIEA HQ 
Mr. Isaiah Pitakaka Station Manager, SIEA Gizo 
 
Solomon Islands Water Authority (SIWA)（ソロモン水道公社） 
Mr. Ray Anderson Divisional Manager 
 
Solomon Meteorology Service（ソロモン気象局） 
Mr. Llotd Tahani 
 
Solomon Police Station（ソロモン警察） 
Mr. John Kolon Director of Fire Service 
 
 
日本側関係者 

 
在ソロモン日本大使館 

藤原 浩昭 一等書記官 
 
JICA ソロモン駐在員事務所 

渡辺 督郎 駐在員 
西村 善彦 企画調査員 
波方 望 JICA 専門家 
 
 









































































資料５．事業事前計画表（基本設計時） 

1. 案件名 

ソロモン諸島 ギゾ病院再建計画 

2. 要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

ソロモン諸島国（以下、｢ソロモン国｣）は大洋州に属した大小 1,000 程度から構成される共和制

国家の島嶼国であり、1978 年に英国から独立した。国土は 9 つの州と首都のあるホニアラ市からな

り、その面積は 2.89 万平方キロメートル（秋田県の約 2倍）、人口は約 53.4 万人（2006 年）、１人

あたり GNI（国民総所得）は 680 米ドル（2006 年 世銀）である。 

ソロモン国においては、妊産婦死亡率が出生十万対 220（2005 年）、乳児死亡率が出生千対 54.9

（2006 年）である等、大洋州の他国に比べても、保健指標が劣悪な状況である。また、島嶼国の典

型的な特徴として、本島と離島間での基礎保健医療サービスの質、量の格差が存在する。疾病傾向

としてはマラリアが主要疾病及び主要死因の一つであり、乳幼児死亡の原因の 8割を占める。 

保健セクターは医療従事者の不足、予算措置、施設老朽化等の問題を常に抱えているが、1999 年

から 2003 年の部族紛争が予算措置の機能不全、首都ホニアラからの大量難民等、保健医療サービス

提供に更に深刻な影響を与えた。医療環境整備に対する予算制約は特に地方部で大きく、早急な対

策が必要である。 

本計画の対象であるギゾ病院は、ソロモン国第二の人口約 72,000 人を有するウェスタン州最大の

病院で、ソロモン国で 4 番目の病床数を有し、西部のレファレル病院としてウェスタン州、チョイ

セル州、イザベラ州の一部の人口を含め約 130,000 人を医療サービスの対象としている。1959 年に

建設されて以降増築・修復が小規模に繰り返され、非機能的な空間となっており、必要最低限の活

動にも支障を来している。また、人口増加に伴う患者増によるスペース不足に対しては老朽化した

施設の増改築では対応困難な状況になり、同病院を隣接地に新築移転する計画をソロモン国政府は

策定し、日本の無償資金協力を 2006 年 8 月に要請した。 

同要請後の 2007 年 4 月 2 日にマグニチュード 8.1 のソロモン諸島西部地震が発生し、津波により

ギゾ病院は施設面を中心に大きな被害を受けた。とりわけ、離島の医療に必須である職員住宅が津

波に直撃されたことで、職員の業務続行が困難になっただけでなく、被害を免れた一部の医療機材

と共に入院患者がホニアラ他の病院へ移送されており、病院機能が大きく損なわれた。津波発生か

ら 1年 4ヶ月が経過した 2008 年 8 月時点では、被害後減員となっていた看護士等を戻して増員し、

徐々に医療サービス提供体制を復帰させつつあるものの、被災前から抱えていた根本的な問題の解

決は引き続き困難であり、本来同病院に要求される第 2 次医療施設の医療サービスを提供できるよ

うにするためには、早急に新築移転を行うことが必要な状況である。 

本計画は、ソロモン国の第 2 次医療施設であるギゾ病院の移転新築と医療機材の調達を通じ、ギ

ゾ病院の医療サービスの質、量を改善し、同病院に必要とされる適切な保健医療サービスの提供と、

地域拠点病院として地域医療と災害時の医療サービス提供拠点を確保することを目的とする。 

3. プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標 

ギゾ病院において保健医療サービスが回復・改善される 

《裨益対象の範囲及び規模について》 

ソロモン国西部地域における住民約 13 万人 



(2) プロジェクト全体計画の成果 

ギゾ病院の施設・機材が整備・調達される 

ギゾ病院の運営体制が整備される 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

ア 施設を整備する 

イ 機材を調達する 

ウ 技術指導（施設・機材維持管理、排水処理システム、医療廃棄物収集・処理システム等）を

実施する 

エ 上記施設・設備を使用して医療活動を実施する 

(4) 投入（インプット） 

ア 日本側(＝本案件)：無償資金協力 19.74 億円 

イ 相手国側 

（ア） 本無償資金協力案件の実施に係わる負担額：0.79 億円 

（イ） 本無償資金協力案件対象施設の改修後の維持管理経費：年平均 0.11 億円 

(5) 実施体制 

主管官庁及び実施機関：ソロモン国保健・医療サービス省 

4. 無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 

ソロモン諸島国ウエスタン州ギゾ市 

(2) 概要 

① ギゾ病院の新設（外来部門、放射線部門、検査部門、事務・管理部門、サービス部門、手術

部門、中央器材供給部門、分娩部門、病棟部門、排水処理プラント（浄化槽機械室）、非常

用発電機設備、受水槽設備） 

② 上記施設及び既存施設に対する関連機材の調達 

③ ギゾ病院を対象とした維持管理システム、排水処理システム、医療廃棄物収集・処理システ

ム等に関する技術指導 

(3) 相手国側負担事項 

① 本計画の施設着工前の関連工事 

- 協力対象敷地内の既存施設の撤去（旗竿 6箇所、バスケットコート等） 

- 協力対象敷地内の雨水排水路の改善 

- 協力対象敷地内の造成・整地 

- 既存マラリアオフィスの撤去と既存病院への機能移転 

- 工事用の仮設用地の整地 

- 職員住宅の整備（6ブロック） 

② 本計画の施設工事中の関連工事 

- ギゾ市電力供給システム改善計画の実施 

- ギゾ市給水システム改善計画の実施 

- 排水システム改善計画の実施 

- 前面道路の舗装と排水溝の設置 

- 協力対象施設までの電気、電話、給水インフラの引き込み 



③ 本計画の施設完成後の関連事項 

- 新規家具の購入 

- 既存 X線関連機材の移設 

- 既存家具及び機材の移設 

- 医療スタッフの訓練及び患者の移送 

- 協力対象敷地廻りの塀、柵の設置 

(4) 概算事業費 

概算事業費：20.53 億円（無償資金協力 19.74 億円、ソロモン国側負担 0.79 億円） 

(5) 工期 

詳細設計・入札期間を含め約 18 ヶ月（予定） 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

感染系等の特殊排水は滅菌処理を行う。 

医療廃棄物は一般ごみと分別し、ごみ焼却炉にて適切な処理を行う。 

5. 外部要因リスク 

ソロモン国内の政情・治安が悪化しない。 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

特になし 

7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

 

項目 2006（災害前） 2007（4 月･10 月災害後） 2013(完了 2年経過後)

外来患者数 2,312/月 1,083/月 975/月 回復･増加する 

入院患者数 151/月 14/月 100/月 回復･増加する 

手術件数 74 件/月 0 件/月 21 件/月 回復･増加する 

分娩数 49 件/月 17 件/月 30 件/月 回復･増加する 

 

(2) その他の成果指標 

特になし 

 

(3) 評価のタイミング 

施設完工および機材据付完了から 2年経過後（2013 年） 
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資料６．ソフトコンポーネント計画書 
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１． ソフトコンポーネントを計画する背景  

ソロモン国の保健セクターは「国家保健開発計画」（National Health Strategic Plan 2006

～2010 年）の中で保健医療サービスシステムの強化を掲げ、Solomon Islands National Health 

Review Report (MOH/JTA International 2006)でソロモン国西部地域に裨益するギゾ病院の

再建を医療インフラ整備の重点課題として位置づけている。今回日本の無償資金協力により

実施しようとするプロジェクトは、ギゾ病院における医療サービス向上のための施設再建と

機材整備の実施であり、本施設工事・機材調達のコンポーネントにおいて、第 2 次医療施設

の建替えと必要な医療機材の調達を行う計画である。 

日本側は 2007 年 9 月 28 日～10 月 28 日間の実施された現地調査を通じて、本施設工事・

機材調達のハードコンポーネントによって発現する効果の持続の重要性と、そのための効果

を一定水準で長期的に持続する維持管理の必要性を説明した。保健・医療サービス省(MHMS)

は、運営・維持管理の現状に関して下記の問題点を認識した上で、継続的な自立発展の観点

から日本側に施設・機材の運営・維持管理に関する支援を求めた。 

 

〔運営・維持管理のに関する現状と問題点〕 

①運営上の問題 

既存病院の維持管理体制は病院事務長の下に大工 3名、配管工 1名、モーターボート/自動

車のメカニック１名および焼却炉の運転士 1 名合計 7 人スタッフで構成され、施設のメンテ

ナンスが主体となっている。メンテナンス作業室には簡単な工具があり、救急患者等の搬送

ボートや車の修理と、ポンプなどの簡単な機器や配管を含む施設の修繕を行っている。電気

配線などの修繕については州政府の電気テクニシャンに依頼している。 

空調機等の設備機器類や医療機材などの複雑な修繕については、病院事務長が保健・医療

サービス省の維持管理機能を担っている国立中央病院（NRH）維持管理部の担当者に修繕依頼

を行い、ニュージーランドや国内の機材代理店の保守巡回サービスを受けることになるが、

故障機材が現状においてそのまま放置されていることからあまり機能はしていない。よって、

医療機材の故障により既存病院の医療サービスが低下しているだけでなく、空調・換気設備

の故障から手術室や結核検査室などでは院内感染の危険性をはらんでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 既存ギゾ病院の施設・機材維持管理組織 

 

ギゾ病院事務長 

維持管理サポート

スタッフ(1) 

国立中央病院 

維持管理部 

州政府技術サポートチーム 
・保健インフラ委員会 

チーフテクニシャン(1) 

テクニシャン(4) 

メカニック 

(モーターボート

・自動車)(1) 

配管工 

(1) 

焼却炉 

運転士 

(1) 

大工 

(3) 

外部委託 
維持管理会社 

※チーフテクニシャン(1) 

※テクニシャン(6) 

保健・医療サービス省 
国立維持管理技術ｻﾎﾟｰﾄ協会

機械技術者(1) 

電気技術者(1) 

※ ※ ※ ※ 

※ 

※既設病院維持管理スタッフと人数 
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新病院の完成に当たっては、必要な医療サービスを実現するために新たな機器やシステム

の導入を計画している。既存システムも含めて持続的な施設機能の維持管理を行う上で、各

スタッフの意識改革と技術能力の向上、病院事務長と国立中央病院（NRH）維持管理部の担当

者の機能連携強化、キゾ病院での機械担当テクニシャンと電気担当テクニシャンの雇用、予

防保全を鑑みた維持管理活動を補完するツールの利用、それを裏付ける年間予算及び維持管

理計画の整備が肝要であると考える。 

 

②技術上の問題（排水処理） 

医療排水及び一般排水処理に関しては、配管工 1 名のメンテナンススタッフはいるが、現

状で維持管理運用マニュアルはない。さらに、既存浄化槽のポンプが壊れているため未処理

のまま排水を海へ放流しており、環境への悪影響が懸念される。 

ソロモン国の環境基準に合致した浄化能力を有する浄化槽が新設され、ギゾ病院設備担当

者は新設浄化槽に係わる知識・経験がないため、排水処理システムの技術支援が必要である。 

 

③技術上の問題（医療廃棄物処理） 

医療廃棄物処理に関しては、焼却炉の運転士 1 名のメンテナンススタッフが廃棄物収集を

行っているが、廃棄物収集の知識の不足から分別収集が十分に行われておらず、医療用焼却

炉が設置されているにもかかわらず、医療廃棄物が病院敷地裏手に放置されている状態であ

る。国立中央病院には焼却炉運用マニュアルはあるが、ギゾ病院では存在しない。 

新病院の完成に当たっては、医療サービスの改善が見込まれることから医療廃棄物は増加

し、更なる院内感染や環境汚染の悪化が懸念される。担当者に対して WHO の推奨する病院内

の廃棄物分別方法（カラーコーディング）を基本とした病院内医療廃棄物収集・処理システ

ムの技術支援が必要である。 
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２． ソフトコンポーネントの目標 

ソフトコンポーネントの目標としては、援助効果の持続性の確保であるが、それを実現

するためには日本側協力終了後も引き続き保健・医療サービス省の自助努力により、ギゾ

病院の維持管理体制の継続と維持管理の実行が必要不可欠である。 

ギゾ病院と国立中央病院（NRH）維持管理部の連携強化、機械及び電気テクニシャンの新

規雇用により、下図のように指揮系統が明確化され、軽微な故障に対しては病院スタッフ

で対応できるギゾ病院の維持管理システムを確立する。（本ソフトコンポーネントによる直

接指導はこの目標達成に直接的に貢献するものである） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 新ギゾ病院の施設・機材維持管理組織（ソフトコンポーネント実施後） 

 

３． ソフトコンポーネントの成果（直接的効果） 

ソフトコンポーネント完了時に達成されるべき成果は下表の通りである。 

技術指導内容 直接的効果 

持続的な維持管理シ

ステムの啓発 
・ 各スタッフが維持管理システム強化の重要性を認識する。 

持続的な維持管理シ

ステムの形成 

・ 維持管理システムフローを整備することにより、施設機器や医療

機材の故障時に予備品の交換、メンテナンス、更新がスムーズと

なる。 

・ 病院事務長と中央病院（NRH）維持管理部の担当者の機能連携が強

化される。 

・ 軽微な故障に対しては病院スタッフで対応できるようになる。 

持続的な維持管理シ

ステムのツールの整

備 

・ 予防保全を鑑みた維持管理活動を補完するツールを整備すること

により、次年度に必要な消耗品や予備品の数量や個々の施設機器

や医療機材の状態を把握する。これにより定期点検の実施、故障

時の敏速な対応が可能となる。 

・ 年間維持管理計画を整備することにより、予算化が出来るように

なりスムーズなメンテナンスや更新が可能となる。 

排水処理システムの

技術指導 

・ メンテナンススタッフや医療サービススタッフの間で排水処理に

対する院内感染と環境悪化の意識が高まり、感染排水が適切に処

理されるようになる。 

医療廃棄物収集・処理

システムの技術指導 

・ メンテナンススタッフや医療サービススタッフの間で廃棄物処理

に対する院内感染と環境悪化の意識が高まり、感染性廃棄物が確

実に分別回収および処理されるようになる。 
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スタッフ(1) 

国立中央病院 

維持管理部 

州政府技術サポートチーム 
・保健インフラ委員会 

①② ギゾ病院の新規雇用スタッフ 

チーフテクニシャン(1) 
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機械 

テクニシャン
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(モーターボート

・自動車)(1) 

配管工 

(1) 

大工 

(3) 

電気 

テクニシャン 

外部委託 

維持管理会社 

① ② 

※チーフテクニシャン(1) 
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保健・医療サービス省 
国立維持管理技術ｻﾎﾟｰﾄ協会

機械技術者(1) 

電気技術者(1) 

※ ※ ※ ※ 

※ 

※既設病院維持管理スタッフと人数 

焼却炉 
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４． 成果達成度の確認方法 

ソフトコンポーネント完了時に達成されるべき成果の達成度を確認する項目は下表の通り

である。 

 

項  目 確認方法 

持続的な維持管理シ

ステムの啓発 
・ 意識の向上、下記の技術の定着状況の確認結果 

持続的な維持管理シ

ステムの形成 

・ 維持管理システムフローの作成結果 

・ 維持管理業務計画書における病院事務長と国立中央病院（NRH）維持

管理部担当者の職務規定の有無 

・ キゾ病院における機械担当テクニシャンと電気担当テクニシャンの

雇用有無 

持続的な維持管理シ

ステムのツールの整

備 

・ 施設・機材機器台帳の整備・運用状況 

・ メンテナンス記録の整備・運用状況 

・ 年間維持管理計画書の整備・運用状況 

・ 翌年の維持管理予算計画の作成・運用状況 

排水処理システムの

技術指導 

・ 排水処理マニュアルの整備・運用状況 

・ 排水水質（ソロモン国水質基準を満たしているか） 

医療廃棄物収集・処

理システムの技術指

導 

・ 国立中央病院の焼却炉運用マニュアルを基にした医療廃棄物の分別

収集・処理の観点からの維持管理運営統合マニュアルの整備・運用

状況 

 

 

５． ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

成果品 
項目 活動内容 対象部門 

日本側 相手側 

持続的

な維持

管理シ

ステム

の啓発 

・ 管理部門と維持管理部門に分け、ワークショップを開催

し、継続的な医療サービス、周辺環境、院内感染の観点

から維持管理の重要性の啓発を行う。 

【指導対象者の必要技術水準】 

テクノロジスト、テクニシャン以上の技術水準が必要であ

り、管理部門の担当者は水準に達している。維持管理部門

はｷﾞｿﾞ病院事務長、NRH 維持管理部の担当者は水準に達し

ているが、ｷﾞｿﾞ病院維持管理部門にはテクニシャンクラス

の担当者が必要。 

MHMS 

ｳｴｽﾀﾝ州保健局

ｷﾞｿﾞ病院院長 

 

ｷﾞｿﾞ病院事務長

NRH 維持管理部

ｷﾞｿﾞ病院維持管

理部門 

維持管理ガ

イダンス 
－ 

持続的

な維持

管理シ

ステム

の形成 

・ 日本の維持管理システムを紹介し、実習として維持管理

システム案の骨子と概略の業務フローを作成する。 

・ NRH 維持管理部とｷﾞｿﾞ病院維持管理部門の職務規定を

明確化し、連携強化を図る。 

・ 病院の医師・看護師とワークショップ開催して、維持管

理要請フォーマットを作成する。 

【指導対象者の必要技術水準】 

テクノロジスト、テクニシャン以上の技術水準が必要であ

り、ｷﾞｿﾞ病院各部門の医師・看護師は水準に達している。

維持管理部門はｷﾞｿﾞ病院事務長、NRH 維持管理部の担当者

は水準に達しているが、ｷﾞｿﾞ病院維持管理部門にはテクニ

シャンクラスの担当者が必要。 

ｷﾞｿﾞ病院各部門

 

ｷﾞｿﾞ病院事務長

NRH 維持管理部

ｷﾞｿﾞ病院維持管

理部門 

日本の維持

管理システ

ムフロー 

 

・維持管理

業務計画

書 
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成果品 
項目 活動内容 対象部門 

日本側 相手側 

持続的

な維持

管理シ

ステム

のツー

ルの整

備 

・ ワークショップを開催し、他事例の施設・機材機器台帳、

メンテナンス記録を紹介し、実習として維持管理システ

ムツールを作成する。 

・ 年間維持管理計画を指導し、翌年の維持管理予算計画を

作成する。 

・ 交換部品発注・在庫管理手法の指導を行う。 

【指導対象者の必要技術水準】 

テクノロジスト、テクニシャン以上の技術水準が必要であ

り、ｷﾞｿﾞ病院経理部門の担当者は水準に達している。維持

管理部門はｷﾞｿﾞ病院事務長、NRH 維持管理部の担当者は水

準に達しているが、ｷﾞｿﾞ病院維持管理部門にはテクニシャ

ンクラスの担当者が必要。 

ｷﾞｿﾞ病院事務長

NRH 維持管理部

ｷﾞｿﾞ病院維持管

理部門 

ｷﾞｿﾞ病院経理部

門 

日本の維持

管理システ

ムのツール 

・機材機器

台帳 

・メンテナ

ンス記録

・年間維持

管理計画

書 

・翌年の維

持管理予

算計画書

排水処

理シス

テムの

技術指

導 

・ ユーザーである病院各部門と維持管理部門に分け、ワー

クショップを開催し、周辺環境と院内感染の観点から排

水処理システムの維持管理の重要性の啓発を行う。 

・ 排水処理槽・消毒槽運用システムの構築と指導を行う。

【指導対象者の必要技術水準】 

テクノロジスト、テクニシャン以上の技術水準が必要であ

り、ｷﾞｿﾞ病院各部門の医師・看護師は水準に達している。

維持管理部門はｷﾞｿﾞ病院事務長、NRH 維持管理部の担当者

は水準に達しているが、ｷﾞｿﾞ病院維持管理部門にはテクニ

シャンクラスの担当者が必要。 

ｷﾞｿﾞ病院各部門

 

ｷﾞｿﾞ病院事務長

NRH 維持管理部

ｷﾞｿﾞ病院維持管

理部門 

・日本の排水

処理マニ

ュアル 

・排水処理

計画書 

・浄化槽運

用計画書

医療廃

棄物収

集・処理

システ

ムの技

術指導 

・ ユーザーである病院各部門と維持管理部門に分け、ワー

クショップを開催し、周辺環境と院内感染の観点から医

療廃棄物収集・処理システムの維持管理の重要性の啓発

を行う。 

・ 国立中央病院で運用されている焼却炉運用マニュアル

を基に、廃棄物収集ルートの策定及び廃棄物分別(カラ

ーローデイング)システムの構築と指導を行う。 

【指導対象者の必要技術水準】 

同上 

ｷﾞｿﾞ病院各部門

 

ｷﾞｿﾞ病院事務長

NRH 維持管理部

ｷﾞｿﾞ病院維持管

理部門 

・日本の医療

廃棄物処

理マニュ

アル 

・医療廃棄

物収集処

理計画書

・焼却炉運

用計画書

 

６． ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

本ソフトコンポーネントは、直接支援型とする。ソロモン国において施設・機材維持管理を

専門に行っているローカルコンサルタント、施設・機材の維持管理会社はない。 

 

７． ソフトコンポーネントの実施工程 

指導を行うコンサルタントは、最初に、保健・医療サービス省、国立中央病院維持管理部、

ウエスタン州保健局、ギゾ病院関係者との合意に基づく指導・協力内容と全体スケジュールと

を策定し、順次、投入と成果を評価しながら技術指導を実施するものとする。全体の流れとし

ては以下を想定している。 

（1） 事前国内準備 

国内にて啓発のための維持管理ガイダンスを作成し、さらに想定される施設・機材の維

持管理システム、排水処理システム、医療廃棄物収集・処理システムについての説明資料、

各種フォーマット、業務フローチャート等を準備し、最初のワークショップに事例として

示せるようにする。 
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（2） １回目現地指導 

ワークショップ開催により、継続的な医療サービス、周辺環境、院内感染の観点から維

持管理の重要性の啓発を行うとともに、現状の維持管理業務の問題点の洗い出し、ギゾ病

院と国立中央病院（NRH）維持管理部の機能連携強化などの確認を行い、投入計画案作成を

指導する。また、全工程の作業量を適切に把握できるように、日本などで行われている維

持管理システムフロー、維持管理システムのツールを具体的に紹介し、ワークショップ形

式にて既存病院に対する維持管理システムフローと機材機器台帳やメンテナンス記録のフ

ォーマットを作成指導する。この作成されたツールは次回指導時までに実際に運用するこ

とを目的としている。 

以上に教育・指導を行うため、統括兼施設維持管理技術者１名を 9日間派遣する。 

（3） ２回目現地指導 

1 回目の現地指導で作成された維持管理システムフロー、機材機器台帳、メンテナンス

記録の運用状況を確認し、各担当者の啓発の定着度を確認する。 

この時期は本プロジェクトの施設機器（空調・医療ガス・排水処理・受変電・発電機・

弱電機器等）及び医療機材について機器選定が終了し、一部機器が現場に搬入されている

ことから、新病院に対する年間維持計画書と具体的な機器台帳等のツールを作成指導する。

また、現在使用中の排水処理施設と焼却炉に対するシステムの運用計画書を作成し、院外

及び院内感染対策マニュアルを作成指導する。指導期間内に作成できなかったツールに関

しては指導者帰国後、引き続き病院側の技術者により作成を行うこととする。 

以上の教育・指導を行うため、統括兼施設維持管理技術者 1名を 15 日間、及び医療機材・

医療廃棄物管理技術者 1名を 12 日間派遣する。 

（4） 国内作業 

1 回目及び 2 回目の技術指導の結果をまとめ、最終的に必要な指導項目やフローチャー

ト及びフォーマットの調整を行う。この時点で維持管理システムと設置される施設・機材

との調整を行う。 

（5） ３回目現地指導 

２回目の現地指導で作成された各計画書、ツール、マニュアルの最終確認・修正を行う

ともに、国内作業で準備した最終指導項目に従い新設施設・機材の維持管理計画最終案作

成を指導する。またすでに新病院に設置されている施設機器・機材を実地で確認しながら

最終的な技術指導を行う。特に年間維持管理計画・年間維持管理予算計画・予備品管理計

画の作成指導を行い最終的な維持管理計画の取りまとめを行う。 

以上の教育・指導を行うため、統括兼施設維持管理技術者 1 名、施設維持管理技術者 1

名、医療機材・医療廃棄物管理技術者 1名をそれぞれ 9日間派遣する。 

（6） 国内作業 

１回目、２回目及び３回目の技術指導等の結果をまとめ、最終レポートとして報告書を

作成する。 

邦人コンサルタントは以下の技術者３名の派遣を行い、病院側への技術移転を行う。 

1. 統括兼施設維持管理技術者(1) ：空調設備、衛生設備、特殊設備対応 
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2. 施設維持管理技術者(2) ：受変電設備、弱電設備対応 

3. 医療機材・医療廃棄物管理技術者 ：機材・医療廃棄物収集システム対応 

 

現地での技術指導の実施に当たっては、病院側にコンピュータ知識を持つローカル技術者

を選任させ、邦人コンサルタントと指導対象となるギゾ病院（NRH 維持管理部を含む）の維

持管理部門のスタッフの間に入って、技術の移転の補助を行えるようにする。これにより、

ギゾ病院と国立中央病院（NRH）維持管理部の機能連携が強化され、かつ邦人コンサルタント

が現地より帰国した後も一定期間継続的に指導を実施することが可能となる。さらには、直

接指導後の先方実施機関による国家レベルでの維持管理体制の再編を視野に入れることで、

効果の定着の観点からより確実で効率的な技術移転が可能となる。 

 

８． ソフトコンポーネントの成果品 

項  目 成  果  品 

持続的な維持管理システムの啓発 ・維持管理ガイダンス 

持続的な維持管理システムの形成 ・維持管理業務計画書 

持続的な維持管理システムのツールの整備 

・機材機器台帳 

・メンテナンス記録 

・年間維持管理計画書 

・維持管理予算計画書 

排水処理システムの技術指導 
・排水処理計画 

・浄化槽運用計画 

医療廃棄物収集・処理システムの技術指導 
・医療廃棄物収集処理計画 

・焼却炉運用計画 

 

９． ソフトコンポーネントの概算事業費 

添付資料を参照。 

 

10．相手国実施機関の責務 

本ソフトコンポーネントはソロモン国側の自立発展性を確保するために行われる。従って、

各指導は可能な限りソロモン国側の自発的な活動を促す手法をとる必要がある。よって、ソロ

モン国側実施機関の本ソフトコンポーネントへの十分な理解と協力が必要となる。 

具体的には、保健・医療サービス省、ギゾ病院の各責任者による本プロジェクトの目標と実

施要領への理解と配慮がまず必要である。また最も重要な点はソフトコンポーネント実施のた

めの要員の適切な配置が必須であり、従ってソフトコンポーネント実施前に、一定の技術レベ

ルを持った施設維持管理技術者の雇用と医療機材維持管理技術者の補強を行う必要がある。こ

れらの技術者に対して日本側から本ソフトコンポーネントの実施を通じて、技術指導・協力を

行うことになる。またソフトコンポーネント実施期間中および完了後も実施機関である保健・

医療サービス省、ギゾ病院の院長をはじめとする各責任者はギゾ病院責任管理者として、施設・

医療機材の維持管理について継続的に指導・管理を実施することが要求される。 
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番号 名     称 形態
オリジナル

／コピー 言語 発行機関（収集先） 発行日 

保健・医療サービス省関連、国際援助、共通資料 

○1  National Health Report 2005 印刷 オリジナル 英語 保健医療ｻｰﾋﾞｽ省 2006 

2 Building Code of Australia 2007 印刷 オリジナル 英語 ABCA（購入） 2007 

3 Role delineation for Primary Health 
Care Clinics and Hospitals 印刷 印刷ﾃﾞｰﾀ 英語 保健医療ｻｰﾋﾞｽ省 2006 

○4  Solomon Islands Annual Health Report 
2006 印刷 印刷ﾃﾞｰﾀ 英語 保健医療ｻｰﾋﾞｽ省 2007 

5 ANNEXURE ONE Clinic utilisation 
report ﾃﾞｰﾀ ｿﾌﾄﾃﾞｰﾀ 英語 保健医療ｻｰﾋﾞｽ省 2006 

○6  National Health Strategic Plan 
final Aug 06 ﾃﾞｰﾀ ｿﾌﾄﾃﾞｰﾀ 英語 保健医療ｻｰﾋﾞｽ省 2006 

7 Solomon Islands Millennium 
Development Goals Report 2004 ﾃﾞｰﾀ ｿﾌﾄﾃﾞｰﾀ 英語 

Dept. of National 
Reform and Planning/ 
UN Country Team 
(保健医療ｻｰﾋﾞｽ省) 

2005 

8 Maps of Provinces: Location of Health 
Facilities ﾃﾞｰﾀ ｿﾌﾄﾃﾞｰﾀ 英語 保健医療ｻｰﾋﾞｽ省 2006 

ギゾ病院関連 

9 Inpatient Summary Report 
Gizo Hospital, Jan. to Dec. 2006 印刷 印刷ﾃﾞｰﾀ 英語 ギゾ病院 2007 

10 Report on Site for Proposed Gizo 
Referral Hospital 印刷 印刷ﾃﾞｰﾀ 英語 ギゾ病院 2007 

11 OPF to Gizo Hospital 印刷 印刷ﾃﾞｰﾀ 英語 （ギゾ病院） 2007 

国立中央病院関連 

12 Patient Referral ﾃﾞｰﾀ ｿﾌﾄﾃﾞｰﾀ 英語 中央病院 2007 

ヘレナゴールディ病院関連 

13 Annual Report 2004 印刷 オリジナル 英語 ﾍﾚﾅｺﾞｰﾙﾃﾞｨ病院 2005 

14 Proposal for the relocation & 
development of Helena Goldie Hospital 印刷 印刷ﾃﾞｰﾀ 英語 ﾍﾚﾅｺﾞｰﾙﾃﾞｨ病院 2007 

15 Statistics Summary 2007 印刷 印刷ﾃﾞｰﾀ 英語 ﾍﾚﾅｺﾞｰﾙﾃﾞｨ病院 2007 

16 Statistics 2006 印刷 印刷ﾃﾞｰﾀ 英語 ﾍﾚﾅｺﾞｰﾙﾃﾞｨ病院 2007 

地理・気象関連 

○17  Orthophoto Map of Gizo Town (2003) ﾃﾞｰﾀ

印刷

ｿﾌﾄﾃﾞｰﾀ 
印刷ﾃﾞｰﾀ 英語 Ministry of Land 2003 

○18  地図：全国、ウエスタン州、ギゾ 印刷 印刷ﾃﾞｰﾀ 英語 Ministry of Land 2006 

○19  地図・地理 GIS ﾃﾞｰﾀ ﾃﾞｰﾀ ｿﾌﾄﾃﾞｰﾀ 英語 Ministry of Land 2006 

20 
List of Significant Earthquakes in the 
Solomon Islands and Their Parameters 
in 1993-2000,2002 

印刷 印刷ﾃﾞｰﾀ 英語 Ministry of Mines and 
Energy  

21 Geology of the New Gerogia Group, 
Solomon Islands 印刷 印刷ﾃﾞｰﾀ 英語 P.N.Dunkeley 

(Ministry of M & E)  

22 New Georgia Geological Map Sheet 
NG2 印刷 印刷ﾃﾞｰﾀ 英語 Ministry of Mines and 

Energy  

インフラ関連 

23 
Distribution/Transmission and 
Generation Capacity Improvement 
Programs 2007/2008 

印刷 コピー 英語 SIEA Gizo 2007 

24 
Report: Water Supply System 
Rehabilitation 
 

印刷 コピー 英語 PCE Works Division 2006 

25 
Engineering & Economic Assessment of 
Gizo Water Supply & Sanitation System 
Feasibility Report 

ﾃﾞｰﾀ ｿﾌﾄﾃﾞｰﾀ 英語 Cardno (Qld) Pty Ltd 2008 

26 Gizo Wharf and Gizo Hospital Jetty 印刷 コピー 英語 Gilmour Pio-Surveyor 2008 

○：提出資料 
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